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助成事業
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福島民報に掲載されたイベントを告知する社告

絵本作家の古山拓さんによるお絵かきタイム「絵本ワールドinふくしま2019」のオープニングセレモニー

子どもたちに本を読むことの楽しさを知ってもらえました
今回、当委員会が開催いたしましたイベントに助成いただき、通常よりも多く絵本作家

を招くことができました。その結果、多くのお客様にご来場いただき、我々が開催目的とし
ている「子どもたちに本を読むことの楽しさを知ってもらう」ことができたと思っております。
多大なるご協力をいただきましたこと、大変感謝しております。誠にありがとうございました。

助成団体：絵本ワールドinふくしま実行委員会	

共同助成（福島県遊技業協同組合連合会）

「絵本ワールドinふくしま2019
～作家と親子の読者の交流を～」事業

絵本を通じて子どもたちに本に対する興味や関心を
持ってもらえる機会を継続的に創出するイベントを開催

絵本に慣れ親しんだ記憶は、不思議なことに年齢を重ねてもなかなか消えないもの。本好きになったり、読書習慣を
身につけたりするためにも、子どものうちに絵本に親しむ経験は大切なものである。福島県内で地方紙や教育関連
機関、書店商業組合などが連携し、絵本を通じて読書の楽しさや魅力を伝えるイベントが継続的に開かれている。

子どもたちの読書推進を目指すために　　
県内の関係団体が絵本関連イベントを実施

福島県の未就学児・幼稚園児・小学校低学年の子ど

もたちに絵本を通じ、読書の楽しさや魅力を伝えるとともに、

本の奥深さを知り、後々の読書習慣につながるような機会

を提供したり、子どもや保護者と講師（絵本作家や読み

聞かせなどを行う読書推進活動団体）との交流を通して

心豊かな人へ成長できるような機会を提供したりすること

を目的に、2006年から毎年、夏休み期間中に福島県内で

開催されているのが「絵本ワールドinふくしま」である。

この事業を運営しているのは、福島民報社、福島県青

少年育成・男女共生推進機構、福島県青少年育成県民

会議、福島県学校図書館協議会、福島県保育協議会、

福島県私立幼稚園・認定こども園連合会で構成される絵

本ワールドinふくしま実行委員会だが、元々、協力団体で

ある福島県書店商業組合と福島民報社などが子どもの

読書推進を目指すための事業開催を検討していたところ、

「幼児でも楽しめるジャンル」の事業を展開すべきとの思

いがあり、絵本にこだわった事業形態になったという。

実行委員会によれば、「回を追うごとに知名度も向上し、

毎年楽しみに来ていると声をかけてくださる参加者もいらっ

しゃいます。子どもたちに本に対する興味や関心を持って

もらえる機会を創出できており、社会的にも意義のあるイベン

トだと感じております」とのこと。ただ、長年の運営の中で

事業規模が縮小傾向にあったため、会場スペースの拡充

やコンテンツの増加、福島民報朝刊への採録紙面の掲載

など、より一層、事業内容を拡大し、事業目的の周知や動

員を図るとともに、子どもたちの健やかな成長を支援する

ため、今回、AJOSCの助成を申請することにした。

４名の人気絵本作家による充実した講演会や
県内のボランティアなどによる多彩な催し

昨年、8月10日～11日（10：00～17：00）の2日間にわた

り、郡山市にあるビッグパレットふくしまで開催された「絵本

ワールドinふくしま2019」では、絵本作家の古山拓さんに

よるお絵かきタイム、丸山誠司さんによる自作絵本につい

ての解説、広瀬克也さんによる読み聞かせ＆ぬり絵タイム、

宮本えつよしさんによる読み聞かせ＆ワークショップなどの

ほか、街頭紙芝居、ぼくはおうさまやうんこダスマンなどの

人気キャラクター着ぐるみの握手会・写真撮影会、福島

県の絵本専門士によるドラマチックおはなし会、大クイズ

大会、県内ボランティア団体による読み聞かせ、ワークショッ

プなどなど、多彩な催しが繰り広げられた。また、約１万冊

の絵本・児童書の展示即売会も同時開催された。

実行委員会は「AJOSCに助成いただいた結果、今回

はいつもより多い4名の絵本作家さんにお越しいただき、トー

クショーを2日間行うことができました。また、講演会後にサ

イン会も開催し、会場は大盛況でした。やはりご来場いた

だいたお子さんが笑顔でイベントに参加してくださったこと

が何よりの喜びです。最初はいかにも保護者に連れて来

られたというような子どもも、様々な本を目の前にして自分

の興味のあるジャンルの本を見つけ、その場から離れなく

なるほど没頭している姿を見たときは、子どもが本の楽しさ

に気付いた瞬間を目の当たりにしたようで、大変うれしく思

いました」と、開催を振り返って話す。

福島県遊技業協同組合連合会より
近年、読書離れが話題となっていますが「考える力」、

「感じる力」などを育む読書に、子どもたちが興味や
関心を持ってくれることを期待しています。

絵本ワールドinふくしま実行委員会
　椎屋 明日奈さん


